
厚木市当初予算

あつぎの元気「前進」予算

令和４（2022）年度



予算総額 （過去最大）

1,591億7,980万8千円（4.6％・69億円 増）

一般会計（過去最大）

936億円（7.3％・64億円増）

特別会計

432億4,272万9千円（3.3％・13.8億円増）

当初予算の概要

投資的経費 113.8億円

公営企業会計

223億3,707万9千円（▲3.6％・8.3億円減）

２



行財政改革＋投資＋貯蓄
３つのエンジンで前進

３

行財政
改 革

投資 貯蓄

投資的経費 計画的な学校施
設整備のために
「学校施設整備
基金」を設立

114億円 20億円

国・県補助金の確保
寄附金制度の活用など

確 保

22億円

人件費の削減
工事・委託コストの
見直しなど

削 減

12億円

未来のまちづくりに
向けた先行投資



５つの 前進
～ 将来を見据え、新たな時代を切り拓く ～

交通死亡事故ゼロへ１
防災・減災のまちへ２
カーボンニュートラル実現へ３
人にやさしい都市へ４
将来都市像実現へ５

４



交通死亡事故ゼロへ

1億3,000万円

～さらに交通安全対策を強化します～

2億5,420万円

小中学校36校の通学路に、交差点内のカラー化、
ガードレールなどの交通安全施設を設置

通学路となっている市道の歩道整備、道路拡幅、
玉川に架かる奨学橋の架け替え

新 規

新 規

② 通学路安全対策事業

① 通学路安全整備事業

５



253万円

登下校時にウェアラブルカメ
ラを着け、児童の目線で通学
路を再点検

・子どもと高齢者を中心に全地区で交通安全教室を
実施し、外出時の反射材利用を促進

・自転車ヘルメット購入助成の対象を全年代に拡大

444万円拡 充

新 規

（導入予定）
市立小学校23校に各校２台

③
小学校通学路安全点検
ウェアラブルカメラ導入事業

④ 交通事故防止事業

６



補助要件：災害時における一時避難施設に関する協定を市と締結など
補助率：対象経費の１／３
補助上限額：3,000万円

・大規模災害時の拠点施設となる荻野運動公園に太陽
光発電設備を設置

・浸水想定区域内に立地する避難所などの水害リスク
の把握、解消・軽減
のための調査を実施

浸水対策の取り組みを強化する企業などに対して補助

① 避難所強化事業

～自然災害から暮らしと企業活動を守ります～

約3,472万円

防災･減災のまちへ

5,000万円

拡 充

新 規

②浸水防止対策事業補助金

③止水板設置補助金
浸水対策のため止水板を設置する方に対して補助
補助率：対象経費の１／２
補助上限額：50万円 200万円新 規

公共下水道
事業会計

太陽光発電設備が設置される予定の荻野運動公園太陽光発電設備が設置される予定の荻野運動公園

内水氾濫が起きている田村町周辺 ７



5億8,000万円

厚木排水区浸水対策北貯留管整備事業

2016年度から進めてきた本厚木駅周辺の浸水
被害軽減事業が完成へ

工事中の貯留管

完 成

④
④ 公共下水道浸水対策事業

公共下水道
事業会計

恩曽川左岸第６排水区浸水対策事業

恩曽川左岸第１排水区浸水対策事業

4億4,000万円継 続
公共下水道
事業会計

2,500万円新 規
公共下水道
事業会計

厚木郵便局前交差点西側の浸水対策として、
雨水管を推進工法により整備

水引一丁目から南町付近までの浸水対策とし
て、雨水貯留管整備計画を策定

平均
土被り
8.7ｍ

８



～市民の皆さん・事業者と一体となって取り組みます～

約2,286万円

・2050年カーボンニュートラルを実現するまでの
道のりとなるロードマップを策定

・脱炭素に取り組む市内の企業、団体、個人が参
加（登録）するプラットフォーム（ポータルサ
イト）を構築

学校施設の照明器具を高効率なＬＥＤ器具に更新
し、施設の省エネルギー化を推進
（予定施設）戸田小学校、睦合東中学校

1億1,110万円新 規

新 規

カーボンニュートラル実現へ

入替え検討

① カーボンニュートラル推進事業

② 小・中学校ＬＥＤ化推進事業

９



約912万円

1,050万円

再生可能エネルギー由来の電気を使用している
家庭に電気自動車の購入を補助
１台当たり：20万円

新生児が生まれた家庭に、厚木産の間伐材を活
用した木製品のおもちゃを贈呈

新 規

新 規

③
電気自動車推進事業
費補助金

④ 間伐材利用促進事業

木製品のおもちゃのイメージ 10



住宅以外の施設（企業、団体、個人事務所など）への
自家消費型太陽光発電システムや蓄電池の設置費用を
補助

製造業を営む中小企業の電気自動車や省エネ設備導入
の経費の一部を補助

市内企業と協力し、自家用車での通勤を抑制する「あ
つぎノーマイカーデー」の実証実験により、環境への
効果を検証

新 規

⑦

1,550万円

新 規 1,500万円

新 規 500万円

⑤
自家消費型太陽光発電等
導入費補助金

⑥
中小企業カーボンニュートラル
推進事業補助金

⑦ モビリティマネジメント事業

11



～人・企業にとって魅力のあるまちを創造します～

約3,854万円

人にやさしい都市へ

拡 充

①

生活利便施設が不足している地域での施設整
備などに係る費用の一部を補助

拡大１ 診療所に調剤室を整備する費用
を補助

拡大２ 施設整備に合わせて太陽光発電
設備・蓄電システムなどを設置
する費用を補助

ハザードエリアからの移転を希望する人に対
し、移転に係る費用を補助

①
コンパクト・プラス・
ネットワーク推進事業

対象
拡大

拡充

12
コンパクト・プラス・ネットワーク推進事業のイメージ

調剤室整備にも補助



１3

厚木環状３号線、本厚木下津古久線などの整備を引き続
き推進（街路整備事業）

中町第２-２地区複合施設の基本設計、（仮称）未来館
の内装・展示基本設計などを実施事業）

地区内権利者で組織する準備組合への支援を実施

2024年度の整備完了を目指して、土地区画整理組合を支
援、地区周辺の関連道水路の整備を実施

2023年度のＣ工区整備完了・立地企業の操業を目指して、
土地区画整理組合を支援、関連道路、排水路整備を実施

街路整備事業

約21億1,472万円

約5億8,422万円

②

中町第２-２地区周辺整備関連事業③

本厚木駅北口周辺整備事業④

約1,561万円

厚木環状3号線街路整備工事

現在の森の里東（Ｃ工区）

酒井土地区画整理推進事業⑤

約7億8,954万円
森の里東土地区画整理推進事業⑥

約2億130万円



新たな政策医療の提供に向け、三つの重点施策を支援
・がん診療連携指定病院の指定（拡充）
・脳卒中センターの開設（新規）
・無痛分娩初診外来の開設（新規）

障害者相談支援事業

2億円

約1億7,390万円

・障がい者相談支援センターを２カ所増設
（６→８カ所）

・各センターの職員を新たに１人増員

新 規

拡 充

将来都市像実現へ
～地域包括ケア社会の実現～

②

①
病院事業会計重点施策
負担金

② 障害者相談支援事業

14



27億2,716万円

（仮称）厚木市学校給食センターが2022年９月に
給食提供をスタート
・施設の設計、建設、維持管理及び運営をＰＦＩで実施

小学校８校の特別教室などに冷暖房設備を設置
（導入方式：リース方式）

729万円新 規

完 成

③

～子育て・教育環境の充実～

③ 中学校給食施設整備事業

④
小学校特別教室
冷暖房設備設置事業

（仮称）厚木市学校給食センター

15



粗大ごみの戸別収集および環境センターへの持ち込
みについて、インターネットによる24時間ワンス
トップ予約が可能なシステムを導入

新 規 約417万円

新 規 約207万円

～デジタル化の推進～

⑥
粗大ごみ収集管理システム
導入事業

⑤ 電子申請システム運営事業

マイナンバーカードを使って、申請から決済までオ
ンラインで手続きができる電子決済機能を導入
電子納付対象証明書
・住民票、戸籍謄本（現在戸籍）
・市民税※・県民税証明書、納税証明書※

※ マイナンバーカードが無くても申請可能

16

県内初



⑧ 中小企業チャレンジ補助金
市内で製造業を営んでいる中小企業者が、新分
野展開、事業転換、業種転換、業態転換、事業
再編など、新たな試みを始めるための経費の一
部を補助
上限金額：300 万円
補助率 ：２／３
対象経費：設備導入費、原材料費、外注・委託費、

調査費など

・七沢と大山を結ぶ登山道の中間地にある不動
尻広場を安全で快適な憩いの場として整備

・七沢・飯山地区での、新たなイベントや事業
などを通じて観光資源の魅力づくりに取り組
む経費の一部を補助

3,100万円新 規

1,500万円新 規

⑦ 新たな観光資源創出事業

～地域経済の活性化～

不動尻のミツマタ群生地は県内最大規模

17



約13億5,923万円

・２回目接種を完了した方に対して３回目の
接種を実施

・希望する全ての市民が適切な時期に３回目の
ワクチン接種を受けられる体制の確保

・未接種の方や５歳から11歳の方に対しても接
種を円滑に進めるための体制を整備

新型コロナウイルス感染症対策
新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

18



あつぎの
元気前進
予算2022


